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[ 特集 ] とびっきりの味を楽しむ

 
～ 今年もおいしい、ぶどう・梨 ～

常
陸
太
田
の
夏
の
味
覚
と
い
え
ば

「
ぶ
ど
う
」
と
「
梨
」。
そ
の
魅
力

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

市
内
で
は
、
ぶ
ど
う
は
昭
和
30
年

代
、
梨
は
明
治
10
年
頃
か
ら
栽
培

が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
の
夏
も
猛
暑
が
続
き
ま
す
が
、

果
実
に
多
く
含
ま
れ
る
糖
分
は
、

疲
労
回
復
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
、
暑
い
夏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給

に
最
適
で
す
。

先
人
た
ち
が
技
術
を
磨
き
、
長
年

に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
お

い
し
い
旬
の
果
物
を
、
ぜ
ひ
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。
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乳
白
色
が
か
っ
た
き
れ
い
な
薄
緑
色
で
、

非
常
に
優
れ
た
マ
ス
カ
ッ
ト
香
を
有
し
ま
す
。

糖
度
が
高
く
、
房
や
粒
の
大
き
さ
は
巨
峰
と
同

程
度
で
、
皮
ご

と
食
べ
ら
れ
ま

す
。
果
肉
は
し

ま
っ
て
い
て
日

持
ち
が
し
ま
す
。

▽ 

時
期　

ハ
ウ
ス
等
９
月
上
旬
〜
中
旬

　

＊ 

こ
の
写
真
は
今
年
7
月
下
旬
撮
影
。
こ
れ

か
ら
も
っ
と
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

常
陸
太
田
の
ぶ
ど
う
は
、
栽
培
面
積
（
68

ヘ
ク
タ
ー
ル
）・
収
穫
量
（
４
３
８
ト
ン
）

と
も
に
県
内
第
１
位
で
す
（
Ｈ
18
年
産
）。

　

お
い
し
さ
の
ヒ
ミ
ツ
は
、
生
産
者
の
努
力

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
水
は
け
の
良
い
丘
陵

地
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
多
く
含

む
土
質
な
ど
の
自
然
環
境
が
お
い
し
い
ぶ
ど

う
を
育
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
糖
度
計
を
導

入
し
、
産
地
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
一
層
の
推
進

と
、
品
質
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

特 集　  とびっきりの味を楽しむ

県
内
一
の
ぶ
ど
う
の
産
地

nterviewI
今
年
は
気
温
の
差
が
大
き
い
日

も
多
か
っ
た
で
す
が
、
作
柄
は
良

く
、
生
育
も
順
調
で
す
。

ハ
ウ
ス
や
水
な
ど
の
設
備
管
理

や
、
カ
ラ
ス
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど

の
鳥
獣
害
対
策
な
ど
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
原
発
事
故
に
よ
る
風
評

被
害
に
つ
い
て
は
、
昨
年
よ
り
も

消
費
者
が
敏
感
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
年

も
昨
年
同
様
、
放
射
性
物
質
の
検

査
を
行
い
、
安
全
・
安
心
な
ぶ
ど

う
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
時
期
に
こ
こ
で
し
か
食
べ

ら
れ
な
い
旬
の
味
覚
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
お

い
し
い
「
常
陸
太
田
の
ぶ
ど
う
」
を
、

ぜ
ひ
食
べ
に
来
て
く
だ
さ
い
。

おいしいぶどうを常陸太田で

巨
峰

常ひ
た
ち陸

青せ
い

龍
り
ゅ
う

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

　

市
内
で
生
産

さ
れ
る
ぶ
ど
う

の
９
割
以
上
を

占
め
る
黒
ぶ
ど

う
の
定
番
品
種
。

果
肉
は
淡
い
緑

色
で
、
締
ま
り
が
あ
り
甘
さ
十
分
、
果
汁
も

多
く
優
れ
た
味
わ
い
で
す
。
種
無
し
巨
峰
も

生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽ 

時
期　

ハ
ウ
ス
等　

８
月
中
旬
〜　

露
地

　

９
月
上
旬
〜
10
月
上
旬

　

平
成
16
年

３
月
に
品
種

登
録
さ
れ
た

常
陸
太
田
オ

リ
ジ
ナ
ル
の

ぶ
ど
う
。
果

肉
の
色
は
黄
緑
色
で
、
巨
峰
と
比
べ
て
糖
度

が
高
く
、
酸
味
や
渋
み
が
少
な
い
の
が
特
徴
。

▽ 

時
期　

ハ
ウ
ス
等　

８
月
上
旬
〜
中
旬　

露
地　

９
月
上
旬

◆
ぶ
ど
う
羊よ
う

羹か
ん

常
陸
太
田
産
の

巨
峰
果
汁
を
ぜ
い

た
く
に
使
い
、
そ

の
自
然
の
み
ず
み
ず
し
さ
と

香
り
を
楽
し
め
る
羊
羹
で
す
。

◆
峰み
ね

ふ
く
さ

餡あ
ん

に
常
陸
太
田
の
巨

峰
を
使
っ
た
パ
イ
菓
子

の
「
峰
ふ
く
さ
」。
し
っ

と
り
し
た
パ
イ
生
地
に

包
ま
れ
た
薄
紫
色
の
餡
か
ら

は
ほ
の
か
な
巨
峰
の
香
り
が

た
だ
よ
い
ま
す
。

◆
常
陸
ワ
イ
ン

常
陸
太
田
の
巨
峰
を
原
料
に
作
ら
れ
た

「
常
陸
ワ
イ
ン
巨
峰
」。
ロ
ゼ
は
巨
峰
由
来
の

美
し
い
色
合
い
と

香
り
を
持
ち
、
味

わ
い
豊
か
な
、
ほ

ど
よ
い
辛
口
の
ワ

イ
ン
で
す
。

問 

Ｊ
Ａ
茨
城
み
ず
ほ
営
農
部
（
常
陸
太
田

ぶ
ど
う
部
会
・
水
府
ぶ
ど
う
部
会
事
務

局
）
☎
70
‐
３
４
８
８

ＪＡ茨城みずほ
水府ぶどう部会長

　五十嵐 初男 さん
　　　　　　　（松平町）

　

常
陸
太
田
の
巨
峰
を
使
っ
た
お
菓
子
や
ワ

イ
ン
な
ど
も
お
ス
ス
メ
で
す
。
西
山
の
里
桃

源
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

お
い
し
い
巨
峰
を
楽
し
む

やまぶき さき ちゃん
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特 集　  とびっきりの味を楽しむ

　

茨
城
県
の
日
本
梨
の
収
穫
量
は
、
千
葉

県
に
次
い
で
全
国
２
位
。
常
陸
太
田
の
梨

は
、
栽
培
面
積
が
23
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
収
穫
量

３
８
１
ト
ン
（
Ｈ
18
年
産
）
で
、
県
内
を
代

表
す
る
梨
の
産
地
で
す
。

　

久
慈
川
や
里
川
な
ど
の
清
流
が
流
れ
、
ミ

ネ
ラ
ル
な
ど
を
多
く
含
ん
だ
良
質
な
土
壌
が

梨
作
り
に
適
し
た
環
境
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

幸
水
・
豊
水
な
ど
、
実
に
袋
が
け
せ
ず
に

栽
培
し
て
い
て
、
太
陽
の
光
を
た
っ
ぷ
り
浴

び
、
ま
た
直
売
が
中
心
の
た
め
、
完
熟
す
る

ま
で
木
に
実
ら
せ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

県
内
を
代
表
す
る
産
地

幸
水

豊
水

秀
玉

　

日
本
梨
の
代
表
選
手
。
果
実
の
色
は
果
皮

の
緑
を
含
む
黄
褐
色
。
酸
味
は
ほ
と
ん
ど
な

く
糖
度
が
高
い
、
万
人
受
け
す
る
品
種
で
す
。

早
生
（
わ
せ
）
品
種
の

ナ
シ
で
、
果
汁
が
多
く

み
ず
み
ず
し
さ
が
あ

り
ま
す
。

▽ 

時
期　

８
月
中
旬

〜
下
旬
頃

　

果
実
の
大
き
さ
と
味
の
よ
さ
が
自
慢
の
品

種
。
果
実
の
色
は
赤
褐
色
で
糖
度
が
高
く
、

ほ
ど
よ
く
酸
味
も
あ
る
濃
厚
な
味
が
特
徴
。

幸
水
よ
り
大
き
め
で
、

果
肉
は
柔
ら
か
く
果

汁
が
多
い
。
日
持
ち

も
幸
水
よ
り
長
い
。

▽
時
期　

９
月
上
中

旬
〜
下
旬
頃

　

秀
玉
の
果
肉
は
真
っ
白
で
や
わ
ら
か
、

ジ
ュ
ー
シ
ー
で
甘
味
が
強
く
、
渋
み
が
な
い

の
が
特
徴
で
す
。
ほ
の
か
な
桃
に
似
た
香
り

が
お
い
し

さ
を
運
び

ま
す
。
青

梨
で
大
き

さ
は
豊
水

程
度
。

▽ 

時
期　

９
月
上
中
旬
〜
下
旬
頃

◆
梨
フ
レ
ッ
シ
ュ
ジ
ュ
ー
ス

　

○ 

材
料
（
１
人
分
）　

梨
１
個
（
２
Ｌ
）、

レ
モ
ン
汁 

少
々

　

○ 

作
り
方　

果
肉
を
一
口
サ
イ
ズ
に
カ
ッ

ト 

↓ 

ジ
ュ
ー
サ
ー
に
入
れ
て
し
ぼ
る 

↓ 

最
後
に
レ
モ
ン
汁
を
入
れ
て
で
き

あ
が
り
。

◆
梨
ソ
ル
ベ

　

○ 

材
料
（
１
人
分
）　

梨
２
分
の
１
個
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
２
０
ｃ
ｃ

　

○ 

作
り
方　

梨
は
皮
を
む
い
て
す
り
お
ろ

す 

↓ 

ヨ
ー
グ
ル
ト
と
ま
ぜ
、
バ
ッ
ト

な
ど
の
容
器
に
入
れ
冷
凍
庫
で
凍
ら
せ

る 

↓ 

完
全
に
凍
る
前
に
２
〜
３
回
か

き
混
ぜ
て
空
気
を
入
れ
る 

↓ 

シ
ャ
リ

シ
ャ
リ
し
た
状
態
に
な
っ
た
ら
で
き
あ

が
り
。

こ
ん
な
食
べ
方
も
あ
り
ま
す

広報
ひたちお

おた

問 

Ｊ
Ａ
茨
城
み
ず
ほ
営
農
部
（
梨
部
会
事

務
局
）
☎
70
‐
３
４
８
８

nterviewI
５
月
に
降
っ
た
ひ
ょ
う
で
は
大
き

な
被
害
も
な
く
、
梨
の
生
育
は
順
調

で
す
。

今
年
は
、
人
工
受
粉
の
交
配
に
力

を
入
れ
、
形
が
よ
く
大
玉
に
な
り
、

ま
た
、
幸
水
の
一
部
や
秀
玉
を
有
機

肥
料
の
み
で
育
て
た
た
め
、
甘
み
が

増
す
の
で
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。

「
豊
水
」「
幸
水
」
の
ほ
か
、
桃
に

似
た
香
り
の
す
る
「
秀
玉
」
な
ど
は

人
気
が
高
く
、「
早
水
」
や
「
な
つ

し
ず
く
」
な
ど
、
早
生
の
品
種
を
揃

え
、
切
れ
間
な
く
お
客
様
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

試
作
を
重
ね
て
き
た
梨
ジ
ャ
ム
や

ミ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
ム
な
ど
が
商
品
と
し

て
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

果
樹
園
を
や
っ
て
い
て
で
き
た
、
い

ろ
い
ろ
な
方
と
の
つ
な
が
り
を
、
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

収穫が楽しみな常陸太田の梨

ＪＡ茨城みずほ  梨部会
　檜山 邦男 さん
　　　　　　　（幡町）

カワセミの「こーたん」

昨
年
同
様
、
今
年
も
「
ぶ
ど
う
」・「
梨
」

の
安
全
宣
言
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

（
Ｊ
Ａ
組
合
長
・
各
部
会
長
、
市
長
連

名
）
を
商
品
に
添
え
て
い
ま
す
。
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常
陸
太
田
の
味
覚

常
陸
太
田
市
の
米
（
水
陸
稲
）
の
作
付
面

積
は
２
８
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
収
穫
量
は

１
万
３
２
０
０
ト
ン
。
市
の
農
業
産
出
額

の
約
55
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
（
Ｈ

18
年
産
）。
市
総
面
積
の
65
％
を
占
め
る
森

林
か
ら
流
れ
出
す
、

ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く

含
ん
だ
清
流
を
利

用
し
て
良
質
な
米

づ
く
り
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

○
農
業
用
簡
易
ハ
ウ
ス
整
備
事
業

　

地
場
産
物
の
通
年
出
荷
や
品
質
向
上
、
生

産
拡
大
を
図
ろ
う
と
す
る
方
々
を
対
象
に
、

農
業
用
簡
易
ハ
ウ
ス
等
の
設
置
費
用
を
助
成

し
ま
す
。

　

▽ 

本
市
に
住
所
を
有
し
、
農
産
物
の
販
売

を
行
っ
て
い
る
方

　

▽ 

事
業
費
の
１
／
２
以
内
（
限
度
額
20
万

円
）

○
農
商
工
連
携
支
援

　

常
陸
太
田
市
産
の
農
林
水
産
物
や
地
域
資

源
（
農
林
水
産
物
・
産
地
技
術
・
観
光
・
伝

統
文
化
等
）
を
使
っ
た
新
た
な
商
品
づ
く
り

を
支
援
し
ま
す
。

　

※ 

様
々
な
支
援
（
補
助
金
等
）
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
６
次
産
業
化
支
援

　

国
の
６
次
産
業
化
法
に
よ
り
認
定
さ
れ
た

農
林
漁
業
者
を
対
象
に
、
農
林
水
産
物
の
生

産
・
加
工
・
販
売
の
た
め
の
機
械
、
施
設
等

の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

　

※ 

様
々
な
支
援
（
補
助
金
等
）
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

生
産
拡
大
・
商
品
開
発
推
進
室
（
内
線

６
１
１
・
６
１
２
）

◇ 

米
「
常
陸
秋
そ
ば
」
発
祥
の
地
・
常
陸
太
田

市
の
そ
ば
の
作
付
面
積
は
２
４
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
収
穫
量
は
３
０
５
ト
ン
で
す
（
Ｈ
18
年

産
）。
茨
城
県
の
そ
ば
収
穫
量
は
北
海
道
に

次
い
で
第
２
位
。
常

陸
秋
そ
ば
は
、
粒
揃

い
や
品
質
が
よ
く
、

特
に
そ
ば
特
有
の
香

り
、
風
味
、
甘
み
が

あ
り
ま
す
。

◇ 

そ
ば

応
援
し
て
い
ま
す

〜
生
産
拡
大
や
農
産
物
等
を
活
用
し
た

新
た
な
取
り
組
み
を
始
め
る
方
へ
〜

８
月
19
日
サ
マ
ー
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
＆
梨
・

ぶ
ど
う
ま
つ
り
（
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル
）

８
月
22
日
常
磐
道
守
谷
Ｓ
Ａ
復
興
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン

８
月
25
日
常
陸
太
田
駅
夏
物
語
２
０
１
２
（
駅

前
広
場
）

８
月
25
〜

26
日

第
6
回
東
日
本
ジ
ョ
イ
フ
ル
・
ス
ロ
ー

ピ
ッ
チ
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
白

羽
ス
ポ
ー
ツ
広
場
）
で
Ｐ
Ｒ

ぶ
ど
う
・
梨
狩
り
、直
売

試
食
・
販
売
イ
ベ
ン
ト

　

市
内
に
は
た
く
さ
ん
の
観
光
果
樹
園
が
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
い
し
い
果

実
が
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■ 

ぶ
ど
う
狩
り
・
直
売　

８
月
上
旬
か
ら
ハ

ウ
ス
ぶ
ど
う
の
販
売
が
始
ま
り
、
９
月
か

ら
は
露
地
巨
峰
の
季
節
と
な
り
、
10
月
上

旬
ま
で
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。
巨
峰
が

中
心
で
す
が
、
ぶ
ど
う
園
に
よ
っ
て
は
い

ろ
い
ろ
な
品
種
を
栽
培
し
て
い
て
、
普
段

店
頭
で
は
目
に
す
る
機
会
の
少
な
い
ぶ
ど

う
が
味
わ
え

る
の
も
直
売

の
楽
し
み
で

す
。

■ 

梨
狩
り
・
直
売　

梨
園
で
の
直
売
が
中
心

で
、
市
場
流
通
と
異
な
り
、
完
熟
す
る
ま

で
木
で
実
ら
せ
た
も
の
を
収
穫
し
て
販
売

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
甘
く
完
熟
し
た

一
番
お
い
し
い
食
べ
ご
ろ
の
梨
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
幸
水
、
豊
水
を
中
心

に
８
月
上
旬
か
ら
９
月
下
旬
ま
で
お
求
め

い
た
だ
け
ま
す
。
品
種
に
よ
っ
て
は
、
10

月
上
旬
ま
で
旬
の
梨
を
楽
し
め
ま
す
。
市

場
に
は
ほ
と
ん
ど

流
通
し
て
い
な
い

秀
玉
と
い
う
桃
の

香
り
の
す
る
梨
も

お
ス
ス
メ
で
す
。

そ
の
他
、
暑
い
夏
に
ピ
ッ
タ
リ
な
「
里
美

ジ
ェ
ラ
ー
ト
」
や
「
里
美
の
む
ヨ
ー
グ
ル

ト
」、「
地
酒
」
や
「
ち
ま
き
」
な
ど
、
常

陸
太
田
の
味
覚
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ほ
か
に
も
あ
り
ま
す

観
光
果
樹
園
で

　

Ｊ
Ａ
茨
城
み
ず
ほ
常
陸
太
田
・
水
府
ぶ
ど

う
部
会
、
同
梨
部
会
に
所
属
し
て
い
る
果
樹

園
の
町
別
の
数
で
す
。

■ 

ぶ
ど
う
の
果
樹
園
70
園　

瑞
龍
町
22
園
、

増
井
町
19
園
、
下
大
門
町
５
園
、
新
宿
町

３
園
、
馬
場
町
２
園
、
白
羽
町
２
園
、
幡

町
２
園
、
春
友
町
１
園
、
町
屋
町
１
園
、

西
河
内
中
町
１
園
、
谷
河
原
町
１
園
、
磯

部
町
１
園
、
東
連
地
町
２
園
、
松
平
町
２

園
、
棚
谷
町
１
園
、
天
下
野
町
１
園
、
芦

間
町
２
園
、
竹
合
町
１
園
、
上
宮
河
内
町

１
園

■ 

梨
の
果
樹
園
37
園　

小
目
町
18
園
、
沢
目

町
６
園
、
落
合
町
３
園
、
中
内
田
町
２

園
、
下
内
田
町
２
園
、
小
沢
町
１
園
、
上

内
田
町
１
園
、
新
宿
町
１
園
、
藤
田
町
１

園
、
幡
町
１
園
、
日
立
市
大
和
田
町
１
園

観
光
果
樹
園

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
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✿おめでとうございます

市
政
発
展
の
功
労
者
を
表
彰

７
月
15
日
、
条
例
表
彰
式
が
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
お

い
て
行
わ
れ
、
永
年
に
わ
た
り
市
政
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
16
人
、
５
団
体
の
方
々
に
、
表
彰
状
、
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

【
自
治
表
彰
】

　

✿ 

教
育
委
員
と
し
て
地
方
自
治

の
発
展
に
寄
与

　

○
庄
司
敬
一
（
小
目
町
）

【
一
般
表
彰
】

▼
地
方
自
治
の
進
展

　

✿ 

多
年
、
副
町
会
長
と
し
て
地

方
自
治
の
進
展
に
尽
力

　

○（
故
）石
田
弘
行（
東
三
町
）

　

✿ 

市
民
討
議
会
や
久
慈
の
杜
100
㎞

徒
歩
の
旅
を
と
お
し
て
市
民
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力

　

○ 

㈳
常
陸
太
田
青
年
会
議
所

（
中
城
町
）

▼ 

社
会
福
祉
の
増
進
、
民
生
の
安
定

　

✿ 

多
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
と
お
し
て
社
会
福
祉
の
増

進
に
尽
力

　

○ 

茨
城
県
立
太
田
第
二
高
等

学
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部（
新
宿
町
）

　

○
佐
藤
栄
（
増
井
町
）

　

✿ 

多
年
、
母
子
寡
婦
施
策
推
進

活
動
を
と
お
し
て
、
社
会
福

祉
の
増
進
に
尽
力

　

○
矢
越
一
枝
（
馬
場
町
）

✿ 

多
年
、
献
血
活
動
を
と
お
し

て
社
会
福
祉
の
増
進
に
尽
力

　

○
木
下
順
曠
（
木
崎
二
町
）

▼ 

教
育
、
文
化
、
道
義
の
向
上

✿ 

巨
木
を
語
ろ
う
全
国
フ
ォ
ー

ラ
ム
常
陸
太
田
大
会
や
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
に
尽
力

　

○
川
上
千
尋
（
馬
場
町
）

✿ 

多
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
と
お
し
て
地
域
社
会
に
お

け
る
読
書
活
動
に
尽
力

　

○ 

銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
文
庫

（
中
城
町
）

【
感
謝
状
】

▼
地
方
自
治
の
進
展

　

✿ 

町
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の

進
展
に
尽
力

　

○
羽
成
勝
治
（
長
谷
町
）

　

○
深
津
澄
世
（
瑞
龍
町
）

　

○
鴨
志
田
秀
治
（
中
野
町
）

　

○
野
田
修
（
中
利
員
町
）

　

○
永
山
隆
（
岩
手
町
）

　

✿ 

副
町
会
長
と
し
て
地
方
自
治

の
進
展
に
尽
力

　

○ 

（
故
）
本
多
孝
太
郎
（
馬

場
町
）

早
稲
田
大
学
４
年
生
で
野
球
部
副
将
の
高
橋
直
樹
さ
ん
（
真
弓
町
出

身
）
が
、
６
月
に
行
わ
れ
た
第
61
回
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会
で

活
躍
、
優
勝
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
３
番
・
指
名
打
者
で
出
場
し

た
高
橋
さ
ん
は
「
東
京
六
大
学
春
季
リ
ー
グ
と
大
学
選
手
権
で
は
優
勝

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
結
果
に
満
足

せ
ず
、
秋
季
リ
ー
グ
と

明
治
神
宮
大
会
で
も
優

勝
で
き
る
よ
う
が
ん
ば

り
ま
す
」
と
抱
負
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

勝負強いバッティングが魅力

世
矢
中
出
身
の
高
橋
直
樹
さ
ん

大
学
野
球
で
日
本
一

✿世大

聴
覚
障
害
者
の
ゴ
ル
フ
の
世
界
大
会
「
第
９
回

世
界
デ
フ
ゴ
ル
フ
選
手
権
」
が
、
10
月
に
三
重
県

で
行
わ
れ
、
大
森
町
の
薄
井
雅
弘
さ
ん
が
日
本
代

表
選
手
と
し
て
出
場
し
ま
す
。「
音
が
聞
こ
え
な
い

の
で
、
シ
ョ
ッ
ト
の
強
弱
の
調
整
が
難
し
い
」
と

話
す
薄
井
さ
ん

は
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
４
の

腕
前
。
大
会
で

の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

大久保市長㊧の激励
を受ける薄井さん㊨

✿大
森
町
の
薄
井
雅
弘
さ
ん

ゴ
ル
フ
の
世
界
大
会
へ

自
転
車
の
安
全
走
行
に
関
す
る
知
識
や
技
能
を
競

う
、
第
49
回
交
通
安
全
子
供
自
転
車
県
大
会
が
、
７

月
４
日
、
ひ
た
ち
な
か
市
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

団
体
の
部
で
郡
戸
小
が
第
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。
大

会
に
は
28
校

が
出
場
。
郡

戸
小
は
市
内

大
会
９
連
覇

の
実
力
を
い

か
ん
な
く
発

揮
し
ま
し
た
。

✿自
転
車
の
知
識
と
技

郡
戸
小
が
県
大
会
で
３
位

　

○
永
井
宏
（
小
島
町
）

　

✿ 

多
額
の
寄
付
を
と
お
し
て
地

方
自
治
の
進
展
に
尽
力

　

○ 

高
田
俊
幸
（
那
珂
市
）

　

○
日
座
正
則
（
天
神
林
町
）

　

○
匿
名
の
方

▼
治
安
の
維
持
、
災
害
の
防
止

　

✿ 

多
額
の
寄
付
を
と
お
し
て
災

害
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
尽

力

　

○ 

日
軽
建
材
工
業
労
働
組
合

（
船
橋
市
）

　

○ 

常
陸
太
田
市
職
員
組
合
・
常

陸
太
田
市
水
道
職
員
労
働
組

合
（
金
井
町
）

頑張った選手の皆さん。前列
右から小林千鶴さん、助川美
穂さん、新島有紗さん、後列
右から佐野梨子さん、上原芙
佳さん（全員 6年生）
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TＯＰＩＣＳCity events Hitachiota

市
議
会
報
告
会
を

開
催

市
議
会
で
は
、
７
月
13
〜
18
日

に
か
け
て
、
常
陸
太
田
・
金
砂
郷
・

水
府
の
各
地
区
を
回
り
、
町
会
長

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
議
会
報
告

会
を
開
催
し
ま
し
た
（
里
美
地
区

は
開
催
日
程
を
調
整
中
）。

こ
の
議
会
報
告
会
は
、
市
民
に

見
え
る
議
会
づ
く
り
を
目
指
し

た
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
初

め
て
実
施
。
１
会
場
に
つ
き
12
人

の
議
員
が
出
席
し
、
議
会
改
革
の

内
容
等
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
参
加
し
た
町
会
長
か
ら
は
、

少
子
化
・
人
口
減
少
へ
の
更
な
る

取
り
組
み
を
求
め
る
こ
と
な
ど

の
要
望
・
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
度
か
ら
は
市
民
の
皆
さ

ん
を
対
象
と
し
た
議
会
報
告
会

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

市
政
懇
談
会
開
催
中

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
市

長
の
意
見
交
換
の
場
と
し
て
、
市

政
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
す
で
に
６
地
区
で
開
催

し
ま
し
た
。
初
め
に
市
長
か
ら
市

政
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ

の
後
参
加
者
か
ら
ご
意
見
や
ご
質

問
を
い
た
だ
く
内
容
で
す
。
主
な

意
見
と
し
て
、
震
災
復
旧
、
道
路
・

水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
大

雨
な
ど
の
防
災
対
策
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

今
後
、
里
美
・
佐
都
・
天
下
野

地
区
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

『
市
民
生
活
ガ
イ
ド
』

を
発
行

市
の
窓
口
業
務
や
各
種
サ
ー
ビ

ス
、
観
光
や
事
業
所
の
広
告
な

ど
、
市
民
の
暮
ら
し
に
役
立
つ

情
報
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
『
常
陸
太
田
市
民
生
活
ガ
イ
ド

２
０
１
２
』
を
発
行
し
ま
し
た
の

で
、
保
存
版
と
し
て
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

７
月
下
旬
か
ら
８
月
に
か
け
て

市
内
す
べ
て
の
お
宅
に
配
布
し
ま

す
。
届
か
な
い
場
合
は
、
お
手
数

で
す
が
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

鯨
ケ
丘
ト
ン
ネ
ル
が

開
通

７
月
17
日
、
常
陸
太
田
市
街
地

を
東
西
に
結
ぶ
「
鯨
ケ
丘
ト
ン
ネ

ル
」
が
完
成
し
、
開
通
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
市
街
地
の
東
西
を
往

来
す
る
た
め
に
は
、
国
道
２
９
３

号
や
国
道
３
４
９
号
な
ど
幹
線
道

路
が
集
中
す
る
Ｊ
Ｒ
常
陸
太
田
駅

前
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
慢

性
的
な
交
通
渋
滞
を
引
き
起
こ
し

て
い
ま
し
た
が
、
ト
ン
ネ
ル
の
開

通
に
よ
り
渋
滞
の
緩
和
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
歩
行
者
や
自
転
車
が
鯨

ケ
丘
台
地
を
上
り
下
り
や
迂
回
す

る
こ
と
な
く
、
直
接
東
西
を
往
来

す
る
こ
と
が
で
き
地
域
の
利
便
性

が
大
き
く
向
上
し
ま
す
。

 

８
／
22
里
美
、
９
／
26
佐
都
、

10
／
３
天
下
野
地
区
で
開
催

 

市
議
会
が
初
の
試
み

 

東
西
の
移
動
が
便
利
に

 

２
０
１
２
年
版
を
３
年
ぶ

り
に
発
行

災
害
対
策
で
協
定

 
牛
久
市
・
石
油
業
協
同
組
合

太
田
支
部

７
月
25
日
、
県
石
油
業
協
同
組

合
太
田
支
部（
小
澤
浪
男
支
部
長
）

と
「
災
害
時
燃
料
優
先
供
給
等
の

支
援
協
力
に
関
す
る
協
定
」
の
調

印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
久
保

市
長
は
、「
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
に
燃
料
は
不
可
欠
。
今
回
の

協
定
締
結
は
大
変
心
強
い
」
と
協

定
の
重
要
性
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
28
日
に
は
牛
久
市

と
の
「
災
害
時
の
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
」
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

協
定
で
は
、
食
料
・
飲
料
水
、
生

活
必
需
品
の
提
供
、
施
設
等
の
応

急
復
旧
に
必
要
な
資
器
材
の
提

供
、
被
災
者

を
一
時
入
所

さ
せ
る
た
め

の
施
設
の
提

供
、
職
員
の

派
遣
等
を
行

う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

〔写真㊨〕小澤
支部長〔写真㊧〕
池辺牛久市長と
協定書を手にす
る大久保市長

自由な意見交換が行われる市政懇談会

問 

情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係
（
内

線
３
０
３
・
３
０
４
）

官民協働事業により、発行に要した
費用はすべて広告料で賄われた

橋本知事、
大久保市
長、市内
の小学生
らがテー
プカット

市議会議員の報告を聞く
町会長の皆さん
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今月から始まった「資源物・燃えないごみ」の無料回収。それにあわせて分別の種類も増えましたが、
特に大きく変わったのが「古紙類」です。新しい分別区分では、「古紙は５種類」に分けて出すことにより、
燃やすごみの減少と資源の節約につながります。

新連載

「古紙」は５種類
に分けるんだね！
でも、どういうふ
うに分ければいい
のかな～？

「その他の紙類」は、
どういう紙のこと
なのかな～？

古紙は５種類

新聞・ちらし 雑誌類

ダンボール 紙パック その他の紙類

このようなものが「その他の紙類」です。
紙袋・包装紙 ティッシュの箱 お菓子の箱

トイレットペー
パーの芯

カレンダー はがき・封筒

出すときは、ひもで
しばって！
ひもはビニールひも
でも大丈夫です。

×ガムテープはダメ！

 Check!!

水に溶けない紙

においのついた紙

紙皿・紙コップなど

下記の紙は、「燃やすごみ」
で出してください。

洗剤や線香の箱など

食品や油で汚れた紙
ケーキ、ピザの箱など

この紙は混ぜないで！

写真、感熱紙、カー
ボン紙

ビニール
は取って
ください。

問 環境政策課環境企画係（内線 109・110）
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高
齢
者
の
貴
重
な
技
術
や

経
験
を
生
か
す

高
齢
者
生
産
活
動

セ
ン
タ
ー

高齢者生産活動
センター

佐川  洋 さん
　　　　（小菅町）

しめ縄作りなど手作業が多く、な

かなか思うようにいかない時もあ

りますが、毎日仕事に来ると会員

同士でいろいろな話ができて楽し

いですね。会員相互の親睦を深め

るイベントなども行っています。

里
美
地
区
の
大
中
町
に
あ
る
市
高
齢

者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
。
こ
こ
で
は
、

高
齢
者
の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
た

様
々
な
生
産
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

わ
ら
ぞ
う
り
や
、
し
め
縄
な
ど
の
わ

ら
に
よ
る
加
工
品
を
は
じ
め
、
氏
神
社

や
そ
ば
打
ち
道
具
な
ど
の
木
工
品
、
懐

か
し
い
漬
物
や
手
づ
く
り
の
味
噌
な
ど

を
生
産
。
特
に
し
め
縄
は
多
く
の
神
社

や
企
業
か
ら
注
文
が
入
り
ま
す
。
現
在
、

19
人
の
会
員
の
方
々
が
毎
日
元
気
に
仕

事
に
励
ん
で
い
ま
す
。

商
品
は
、
里
美
生
産
物
直
売
所
な
ど

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

わらぞうり作り。例年 11～
12月は正月のしめ飾り作り
に大忙しとなる。

伝えたい－連載－ がある技
事業主任

高齢者生産活動センター

会員を募集中です

皆さんの「技」を生か
して働いてみませんか。
60歳以上の市民の方な
らどなたでもどうぞ。

問 高齢者生産活動セン
ター（☎ 82‐2342）

寒季には、味噌作りや麹作
りも行われる。

健康でいこう
熱中症は が大切！

健康でいこう

症状が改善しない場合は医療機関で受診しましょう。
重症の場合はためらうことなく救急車を呼びましょう！

体の異常を感じたら・・・

問 健康づくり推進課  ☎ 73-1212

★ スポーツドリンクや食塩水（0.1～ 0.2％）で水
分補給をしましょう。

★ 脇の下・首・足の付け根など太い血管のある場
所を濡れタオルや氷で冷やしましょう。

症状重症度

めまい・たちくらみ・
こむら返り・大量の汗

頭痛・吐き気・体がだ
るい・集中力の低下

意識障害・けいれん・
ふらつく

屋外のみならず、屋内でも熱中症はおこります。予防の心
がけと正しい対処法を知って、暑さを乗り切りましょう。

広報 
ひたちお

おた 

重症

軽症

★ まずは涼しい場所へ移動し、衣服を緩めて安静
にしましょう。

屋外では帽子をかぶる

日陰を利用する

水分をこまめに摂取
たくさん汗をかいたら塩分の
補給も忘れずに。湿度が高い
とき、風がないときは要注意！
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「地域おこし協力隊」は、平成21年度から始まった総務省の事業で、都市圏の住民が1～3年間、過疎地域に住
民票を移し地域で生活しながら、農林漁業の応援、水源保全・管理など様々な地域協力活動をしていきます。　
ルリエのBlog＊http://ameblo.jp/ykm-satomi3103/　※「ルリエ」は、フランス語で「つなぐ・むすぶ」という意味

清らかな水の流れる里美を守っていきたい！！そんな想いから地域住

民を中心に ｢里美の水プロジェクト ｣が誕生しました。里美のきれいな

水を守っていくために各種森林保全プログラムを実施するほか、里美地

区の水を中心にした商品開発・販売を主な目的としています。その活動

の第一歩として里美の水を使った『里美珈琲』が完成し、7月 8日から
販売を開始しました（1本 1,000ml　税込 1,050円）。
「里美の水を味わいながら、自然を想ってほしい。珈琲を通じて里美の

おいしい水を知ってもらいたい」、そんな願いを込めて、「道の駅さとみ」・

「ぬく森の湯」・「西山の里桃源」などで販売しています。ご自宅用にはも

ちろん、お客様やご友人の方への贈り物にもオススメです。商品に関し

ては里美の水プロジェクト Facebookページに掲載しています。里美
地区担当の 3人も事務局としてがんばっています！
（Facebook：「里美の水プロジェクト」で検索）
商品に関するお問い合わせは　info@satomi-wpj.comまたは

0294-33-5313(火～金：10:00～ 16:00)まで★

金砂郷地区の 2人は、9月 1日オープンの金砂ふるさと体験交流施設
の体験メニューづくりに協力中です。金砂地区に来て、泊まって、そして

ぜひ「ここにまた来たい！帰ってきたい !」と感じてもらえるような、ホッ
とできる場所になってほしいと思い、リピーターを増やすことができる体

験メニューを考えています。たとえば、四

季折々の自然・食を大切にした体験学習

や、金砂郷で出会った人にまた会いたい！

と思えるきっかけをつくること等々。ま

だまだ課題はありますが、金砂郷に住ん

でいる方も来場者のみなさんも笑顔にな

れるメニューを考えています★

「里美珈琲」

  白石 百合乃
【金砂郷地区】

私たちが地域
おこし協力隊
です！
【  】は主な活
動場所

笹川 貴吏子
【里美地区】  長島 由佳

【里美地区】

 石川 明紗
【里美地区】    野嵜 真衣

【金砂郷地区】

プロジェクトメンバー
で作業中

～想いがひとつの形になりました。『里美珈琲』誕生～

体験メニュー等を協議中
地域の方々と現場で話し合い

旧金砂小を改修した金砂
ふるさと体験交流施設
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里←→まち交流掲示板
里まち交流券

常陸太田  →  牛久

7月 28日

７
月
28
日
、
姉
妹
都
市
の
牛
久
市

で
開
催
さ
れ
た
「
第
31
回
う
し
く

か
っ
ぱ
祭
り
」。

今
年
も
市
民
交
流
団
（
１
１
９
人
）

の
皆
さ
ん
が
、
河
童
ば
や
し
踊
り
パ

レ
ー
ド
に
参
加
し
、
楽
し
く
熱
い
踊

り
を
披
露
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
踊

り
が
覚
え
や
す
く
て
楽
し
か
っ
た
」

「
踊
っ
て
ス
ト
レ
ス
解
消
で
き
た
」

「
祭
り
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
若
返
っ

た
」「
い
ろ

い
ろ
な
方
と

ふ
れ
あ
う
こ

と
が
で
き

た
」「
牛
久

市
の
団
体
の

方
が
協
力
的

で
す
ば
ら
し

い
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

う
し
く
か
っ
ぱ
祭
り

へ
参
加

７
月
22
日
、
東
京
都
中
野
区
の

鷺
宮
三
丁
目
町
会
の
親
子
総
勢
80

人
が
里
美
地
区
を
訪
れ
、「
水
で
学

ぶ
常
陸
太
田
市
」
と
題
し
て
、
自

然
ふ
れ
あ
い
交
流
体
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

徳
田
町
で
は
、「
小
里
発
電
所
」

を
見
学
し
、
東
京
発
電
職
員
が
、

水
力
発
電
の
し
く
み
や
施
設
の
概

要
を
説
明
し
ま
し
た
。
昼
食
で
は
、

里
美
ふ
れ
あ
い
館
に
移
動
し
、
流

し
そ
う
め
ん
・
石
釜
ピ
ザ
・
地
元

特
産
物
の
こ
ん
に
ゃ
く
や
ト
マ
ト

な
ど
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
大
中
町
の
里
川
で
は
、

水
中
生
物
観
察
会
が
行
わ
れ
、
市

上
下
水
道
部
職
員
や
調
査
協
力
指

導
員
の
川
上
武
夫
講
師
に
よ
る
水

中
生
物
の
説
明
後
、
水
の
「
き
れ

い
さ
」
を
実
証
す
る
た
め
里
川
に

里まち交流券

中野 → 常陸太田

7月２2日

入
り
水
中
生
物
の
観
察
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
川
の
流
れ

の
強
さ
に
驚
き
な
が
ら
も
、
清

流
に
し
か
生
息
し
な
い
カ
ゲ
ロ

ウ
・
カ
ワ
ゲ
ラ
・
ト
ビ
ケ
ラ
な

ど
の
水
中
生
物
や
イ
ワ
ナ
な
ど

を
観
察
し
、
里
川
の
豊
か
な
自

然
と
水
の
大
切
さ
を
実
感
し
て

い
ま
し
た
。

中
野
区
の
親
子
が
里
美
を
満
喫

　水中生物取れるかなぁ

石釜で焼いたピザはモチモチし
ておいしいね

流しそうめん、何が流れてくる
のかなぁ

川上武夫氏による里川の水中生物
の説明

小里発電所を見学

〔写真㊨〕常陸太
田市のプラカー
ドと一緒に
〔写真㊧〕河童ば
やしを元気に踊
る
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 文化課エコミュージアム推進室（内線 541）

今
月
は
和
田
町

7月 21日、和田町で不動尊夜町が行われました。
この夜町は、エコミュージアム事業の「わがまち

地元学のお宝探し」がきっかけとなり、地域の人

と子どもたちが楽しめる夜町にしようと、地元町

会役員が中心になり、昨年約 50年ぶりに復活し
ました。

菊池進一町会長は、「この夜町は以前、不動尊の

前に舞台を建て矢切節や太鼓など披露し、通りに

は、山車が出ていてにぎやかでした。しかし、高

度経済成長とともに昔の風習が忘れ去られてしま

い、ようやく 1年前に復活することができました。
また、和田町全体が昔のようにみんなが楽しめる

祭りにしたい」とあいさつ。

和田町不動尊の参道には、6月に町会の方や小
学生、茨城キリスト教大学ボランティアの皆さん

が制作した行灯 100基が飾られ、夕方になると幻
想的な風景に包まれました。

また、イベント広場では、流しそうめんやちびっ

こコーナー（わたあめ・輪投げ・スーパーボール

すくい）など子ども中心に楽しめるイベントが用

意され、地元の子どもたちが和田地区の小祭礼で

披露する「だしばやし」も演奏され、会場は盛り

上がりを見せました。

行灯 100基による
幻想的な風景

小祭礼で披露される
「だしばやし」が披露

来月は和田町の

「だ」つながりで、

高貫町さんにお

願いします。

　わ　だ

たかぬき

紹介者　
和田町
菊池 進一 さん

和田町の新道地内に、地元の信仰を集め
ている不動尊堂があります。お堂の中には
創作年代不明ですが、不動明王の石像がま
つられています。お堂は山すそにあり、凛
とした杉の木立と、春に咲くしだれ桜が好
景観を作っています。初夏にはホタルが飛

信仰厚いお不動さま　夜町も復活！

び交うのも見られます。平成 23年から、町会全体で「不動尊を大事
にしよう」ということで、子どもたちを中心とした夜町が復活しまし
た。お不動さまは、みんなが夜町に集うのをやさしく見守ってくれて
います。ぜひ立ち寄ってみてください。

地元の宝・夜町が復活

そうめんまだこないか
なぁ

６月 27日、地元町会と茨城キリ
スト教大学ボランティアによる行
灯制作

なかなかすくえない
なぁ

和田町不動尊
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ひたちおおたの  文化財見どころガイド
例年 10月に行う「集中曝

ばくりょう

涼」。今年も 10月 20 日土～ 21 日日に開催します。
問 文化課文化財係
　（☎ 72-3201）

＊ 「曝涼」とは、文化財を日にさらして風を
通す、いわゆる虫干しすることで、それに
あわせて文化財を一般公開します。

問 

文
化
課
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

 

推
進
室
（
内
線
５
４
１
）

「
豊ぶ

ん
ご
の
く
に
に
こ
う
じ
ょ

後
国
二
孝
女
物
語
」

は
、
江
戸
時
代
後
期
の
実
話

で
、
豊
後
国
臼う

す

杵き

（
現
大
分

県
臼
杵
市
）
の
若
い
姉
妹
「
つ

ゆ
」
と
「
と
き
」
の
親
孝
行

物
語
で
す
。

姉
妹
の
父
・
初は

つ

え

も

ん

右
衛
門

は
、
親し

ん

鸞ら
ん

聖
し
ょ
う

人に
ん

遺
跡
巡
拝

の
旅
の
途
中
に
病
気
に
な
り
、

青し
ょ
う
れ
ん
じ

蓮
寺
（
本
市
東
連
地
町
）

で
手
厚
い
看
護
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

姉
妹
は
、
そ
の
父
を
迎
え

る
た
め
に
、約
３
０
０
里
（
約

１
２
０
０
㎞
）
離
れ
た
常
陸

国
へ
の
旅
に
出
発
。

豊
後
国
臼
杵
か
ら
青
蓮
寺

ま
で
の
約
２
カ
月
、
様
々
な

危
機
を
乗
り
越
え
た
姉
妹
は
、

７
年
ぶ
り
に
父
と
再
会
を
果

た
し
ま
す
。

二
孝
女
物
語
は
親
孝
行
の
実

話
で
す
が
、
常
陸
太
田
に
も
孝

行
物
語
が
あ
り
ま
す
。

実
話
と
し
て
は
、
自
分
た
ち

も
食
べ
る
こ
と
が
や
っ
と
な
の

に
二
孝
女
に
な
け
な
し
の
米
と

小
豆
を
差
し
出
し
た
音
吉
。
病

弱
な
父
を
懸
命
に
看
病
し
若
く

し
て
亡
く
な
っ
た
孝
子
喜
代
太

郎
の
物
語
（
本
紙
５
月
号
Ｐ
8

ち
ょ
っ
と
寄
り
道
参
照
）
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

伝
説
と
し
て
は
幡
町
に
伝
わ

る
「
孝

行
娘
と

弘
法
泉
」
が
有
名
で
、
病
気

の
母
を
看
病
す
る
貧
し
い
娘

が
、
日
照
り
の
と
き
喉
の
渇

い
た
お
坊
さ
ん
に
最
後
の
１

杯
の
水
を
差
し
出
し
た
と
こ

ろ
、
感
動
し
た
お
坊
さ
ん
が

庭
の
隅
を
杖
で
叩
く
と
冷
た

い
清
水
が
湧
き
出
し
た
と
い

う
物
語
。
村
人
は
き
っ
と
弘

法
大
師
様
だ
ろ
う
と
弘
法
泉

と
名
づ
け
た
と
言
い
、
今
も

幡
町
に
あ
る
そ
う
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

現
在
、
二
孝
女
物
語
を

き
っ
か
け
と
し
て
臼
杵
市
と

の
交
流
が
広
が
り
を
見
せ
て

い
ま
す
。
二
孝
女
顕
彰
会
を

中
心
と
し
て
８
月
25
日
か
ら

27
日
ま
で
の
３
日
間
、
臼
杵

市
の
二
孝
女
ゆ
か
り
の
地
を

訪
ね
親
交
を
深
め
ま
す
。

孝行娘の紙芝居で民話
を伝える銀河ステー
ション文庫の石月さん

 

二
百
年
前
、約
千
二
百
㎞
を
旅
し
た

親
孝
行
姉
妹
が
い
た
…

常
陸
太
田
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

天下野町と東染町のあいだにそびえる標高 496 ｍの東金砂
山、その頂の深い杉木立の中に東金砂神社が鎮座します。
東金砂神社は、平安時代の延暦 25 年（806 年）、天皇の勅

願により、国家安泰、五穀豊穣の祈願所として創建されました。
毎年 2月 11 日には嵐除祭（らんじょうさい）が行われ、赤・
青・黒の三鬼や子猿が登場する田楽舞が奉納されます。また、
72年ごとに大祭礼（大田楽）が盛大に行われることで知られ、
源頼義・義家父子が奥州征討の際に戦勝を祈願して奉納した
とされる太刀や長巻 ( 柄のついた太刀 ) などの見事な刀剣など
をはじめとした神宝・社宝が伝えられており、今回の曝涼では、
田楽面や装束などの社宝の数々を、東金砂神社の氏子・田楽
舞保存会など関係者の方々の協力により、ご来場の皆さんに
ご覧いただきます。
今年からあらたに集中曝涼に加わっ

た東金砂神社、これまで目にする機会
の少なかった文化財を、この機会にぜ
ひご覧ください。

東金砂神社は市内の小学５・６年生

を対象とした「歴史のさんぽ道スタ

ンプラリー」のチェックポイントに

なっています。拝殿脇に設置されて

いますので、神社をお参りしながら

スタンプをおしてみてはいかが？

つゆちゃん・ときちゃん

  ―
  

東
金
砂
神
社 

（
天
下
野
町
）―

東金砂神社

三鬼舞

水府支所

北消防署

天下野
診療所

至里美地区

東金砂神社33
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住民基本台帳の閲覧状況公表
住民基本台帳法第 11条第 3項および第 11条の 2第
12項の規定に基づき、平成 23年度の住民基本台帳の
閲覧状況を公表します。

閲覧者氏名 閲覧事由 閲覧日 閲覧対象
公益財団法人新
聞通信調査会

第 4回メディアに関
する全国世論調査

H23.
7.5
山下町の 18 歳以上
23人

朝日新聞社マー
ケティング政策
室

くらしと情報につい
てのおたずね

7.26 里野宮町の 15歳以上
23人

慶応義塾大学医
学部

終末期医療について
の意向と実態に関す
る調査

9.15 小目町の 20 歳以上
20人

内閣府政策統括
官

平成 23年度経済生
活に関する意識調査

9.21 瑞龍町の 55 歳以上
15人

NHK放送文化研
究所

テレビの見られ方な
どについての調査

9.22 亀作町の 7歳以上 12
人

独立行政法人労
働政策研究・研
修機構

子どものいる世帯の
生活状況および保護
者の就業に関する世
論

10.13

小中町、小妻町、大
中町、折橋町、上深
荻町、東染町、中染町、
天下野町の 25人

社団法人日本新
聞協会

メディアについての
おたずね

10.18 中城町の 15～ 79歳
の 21人

独立行政法人労
働政策研究・研
修機構

勤労生活に関する調
査

10.21 島町の 20歳以上 20
人

総務省情報通信
国際戦略局

平成 23年通信利用
動向調査

11.28

三才町、常福地町、
春友町、中野町、小
島町、徳田町、 小妻町
の 20歳以上 172人

日本たばこ産業
株式会社

たばこについての世
論調査

12.22 天神林町の 20人

日本放送協会
テレビ放送に関する
アンケート

12.22 山下町、赤土町の 16
歳以上 24人

国土交通省常陸
河川国道事務所

那珂川環境整備に関
するアンケート

H24.
1.17

市内の 18歳以上 72
人（無作為抽出）

大阪商業大学
第 9回生活と意識に
ついての国際比較調
査

1.31 岡田町の 20～ 89歳
以下 15人

株式会社野村総
合研究所

放送に関する意識調
査

1.31 増井町の 16 歳以上
14人

自衛隊茨城地方
協力本部

平成 24年度自衛官
募集のため（自衛隊
法第 29条第 1項お
よび第 35条に基づ
く適齢者の把握）

3.13
平成 6年 4月 2日～
平成 7年 4月 1日生
まれの市内在住者

農地についてのご相談は農業委員へ

新しい農業委員をご紹介します
農業委員は、地域農業の活性化の推進を図るため、
農業者の代表として、農業者と農業委員会等との連絡
調整を担いながら活動しています。
このたび、桒原千尋さんが退任され新たに木村人司
さん（JA茨城みずほ選任）が就任されました。

氏名 住所 電話 担当地域

木村 人司 箕町 286 76-2527 箕町

問農業委員会事務局（内線 631・632）

ス
ポ
ー
ツ
フ
ラ
ッ
シ
ュ

（
敬
称
略
・
丸
数
字
は
順
位
）

第
32
回
市
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
﹇
５

月
13
・
20
日
／
白
羽
ス
ポ
ー
ツ
広
場
﹈

①
磯
部
②
マ
ニ
ア
ッ
ク
③
マ
ッ
ク
ス
ド

リ
ー
ム
ズ
③
Ｂ
ｌ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ

第
37
回
県
お
父
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

市
予
選
会
﹇
６
月
17
・
24
日
／
白
羽
ス
ポ
ー

ツ
広
場
﹈

①
磯
部
②
亀
作
Ｓ
Ｃ

③
佐
竹
南
台
バ
ン

ブ
ー
③
増
井
倶
楽
部

問市民課市民窓口係（内線 122）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
青
年
大
会
﹇
６
月
17

日
／
山
吹
運
動
公
園
市
民
体
育
館
﹈

①
Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ
②
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｒ

第
４
回
常
陸
太
田
剣
道
大
会
﹇
６
月
24
日

／
山
吹
運
動
公
園
市
民
体
育
館
﹈

▽
小
学
生　

①
結
城
尚
武
館
（
結
城
市
）

②
い
ば
ら
き
少
年
剣
友
会
（
茨
城
町
）
③

芳
明
館
（
土
浦
市
）
③
大
子
鉾
杉
剣
友
会

（
大
子
町
）

▽
中
学
生　

①
い
ば
ら
き
少
年
剣
友
会

（
茨
城
町
）
②
一
心
院
道
場
一
心
剣
（
茨

城
町
）
③
国
田
少
年
剣
友
会
（
水
戸
市
）

③
芳
明
館
（
土
浦
市
）
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■ 

発
信
内
容　

観
光
イ
ベ
ン
ト
情

報
、
子
育
て
・
定
住
促
進
情
報
、

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
情
報
、
災
害

情
報
（
避
難
勧
告
・
指
示
、
大

雨
・
河
川
の
増
水
な
ど
防
災
行

政
無
線
で
放
送
す
る
内
容
）

■ 
利
用
す
る
に
は　

携
帯
電
話

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
ａ
ｕ
、
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
）、
ま
た
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
パ

ソ
コ
ン
で
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

登
録
方
法　

携
帯
電
話
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
（
右
下
）
か
ら
登
録
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

登
録
料　

無

料
（
登
録
の

際
の
通
信
料

は
有
料
）

■ 

通
信
料　

携
帯
電
話
は
、
メ
ー

ル
１
通
あ
た
り
１
〜
３
円
程
度
。

パ
ソ
コ
ン
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
料
が
か
か
り
ま
す
。

■ 

発
信
内
容　

メ
ー
ル
一
斉
配
信

サ
ー
ビ
ス
と
同
じ

■ 

利
用
す
る
に
は　

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
パ
ソ
コ

ン
、
携
帯
電
話
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
、
ａ
ｕ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）

か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

通
信
料　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
料
が
か
か
り
ま
す
。

問 

情
報
政
策
課
情
報
化
推
進
係

（
☎
内
線
３
０
５
・
３
０
６
）

✿
✿

温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
、

　
　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◇ 

ふ
る
さ
と
常
陸
太
田
（
平
成
24
年
６
月
28

日
〜
７
月
27
日
受
入
分
）

　

 

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
、
寄
附
を
い
た
だ
い

た
方
で
す
。

　

 

○
荒
蒔
康
一
郎 

様
（
東
京
都
品
川
区
）
50
万
円
〔
指
定
な
し
〕

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
厚
意
は
、

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今月の市民健康スポーツデーは

8月29日水です
個人、家族、グループなどで楽しんでカラダを
動かしましょう！

8月 29日水の午後 3時から 7時まで、水府海洋センター
体育館で『体力測定』を行います。自分の体力年齢を知る
ことから、運動習慣づくりを始めてみませんか。

◆ 

市
内
に
お
住
ま
い
の
７
歳
以
上

の
方
な
ら
誰
で
も
無
料
で
参
加

で
き
ま
す
。
室
内
で
運
動
で
き

る
靴
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
体
力
測
定
の
内
容

 

○
握
力　

○
上
体
起
こ
し　

○

長
座
体
前
屈　

○
反
復
横
跳
び

○
立
ち
幅
跳
び　

○
開
眼
片
足

立
ち　

○
６
分
間
歩
行
な
ど
を

行
い
、
自

分
の
体
力

評
価
と
体

力
年
齢
が

わ
か
り
ま

す
。

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
発
信
中
で
す
！

メ
ー
ル
配
信
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で

市
で
は
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
情
報

や
子
育
て
情
報
な
ど
の
行
政
情
報

を
、
メ
ー
ル
配
信
や
ツ
イ
ッ
タ
ー

な
ど
７
種
の
情
報
発
信
コ
ン
テ
ン

ツ
で
発
信
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
一
斉
配
信
サ
ー

ビ
ス

〜
全
国
ど
こ
に
い
て
も
受
信
可
能
〜

     

（
携
帯
電
話
不
感
地
域
を
除
く
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
・
ツ
イ
ッ
タ
ー

緊
急
速
報
メ
ー
ル

　

緊
急
性
の
高
い
災
害
情
報
の
み

を
携
帯
電
話
で
自
動
受
信
す
る
緊

急
速
報
メ
ー
ル
で
も
情
報
発
信
中

で
す
。
市
内
で
の
み
受
信
可
能
で
、

登
録
不
要
、
通
信
料
無
料
で
す
。
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ＮＨＫ土曜ドラマスペシャル「負けて、勝つ～戦後

を創った男・吉田茂～」の撮影が、6月 7日、落合町
の新落合橋で行われました。

このドラマは、戦後の占領下、マッカーサー司令官

と対等にわたりあい、日本を再生に導いた吉田茂の激

動の後半生を描いた作

品。新落合橋では首相

になることを決意する

シーンなどを撮影、9
月 15日に放送予定で
す。出演は渡辺謙、松

雪泰子ほか。

6月 30日、谷河原町会が整備した花菖蒲園で鑑賞会
が催され、多くの方が満開の花菖蒲と音楽（宇野順之

とブリーズサウンドコンサート）を楽しみました。こ

の花菖蒲園は「谷河原ふれあいランド構想」の一環と

して、3年前に種から育てたもので、多品種で色とり
どりの花菖蒲が楽しめ

ます。さらに来年は株

分けをして 5000本ほ
どに増やし、地域の活

性化を進める構想です。

まちの話題 my town news 

旧暦の 6月 1日から、夏の風物詩である太田の夜祭
（ヨマチ）が、旧太田 16町内で約 1カ月にわたり開催
されました。この夜祭は太田独特の呼び名で、一般的

には「お田植祭」といわれるも

のです。さらに地元では１カ月

間続くことから、「だらだら祭

り」ともいわれています。この

時期は田植えも終わり、稲が成

長する大切な時期であると同時

に、風水害や病害虫が起こりや

すので、その年の五穀豊穣を祈

願するお祭りとして毎年欠かす

ことなく行われてきました。各

町内で神輿や焼そば・かき氷な

どの出店が出たり、地元の子ど

もたちにも人気のお祭りです。

7月 6日、山田小学校（寺門茂幸校長）で 5年生を
対象に親子料理教室が行われました。教室は、ガス保

安協会太田支部から、安全装置の充実したガスコンロ

10台が寄贈されたことに伴い開催。普段から家の手伝
いをしている児童も多く、餃

子をパリパリに焼き、鶏肉を

揚げながら「おいしそう。早

く食べたいね！」と慣れた手

つきで楽しそうに調理し、火

の取り扱い方と食べることの

大切さを学びました。

7月 4日、幸久小（桒原裕校長）ボランティア委員
会の児童 6人が、近くの福祉施設の花壇に花の苗を植
えました。今年で 13年目になる地域環境美化活動は、
学校で児童一人ひとりが土を耕し種をまき、苗を育て、

近くの公民館や駐在所などに寄贈するもの。児童の皆

さんは「花が植えられているとさわやかで気持ちいい」

「花が笑っている気がする」と豊

かな感性で話してくれました。

マリーゴールドなどを植えました

新落合橋での撮影風景

満開の花菖蒲園の
中でコンサート

おにぎりに混ぜる具
を慎重に刻みます

7月 13日～ 8月 8日にかけて、市内の保育園と幼
稚園で結成されている幼年消防クラブで花火教室を開

催しました。教室では、手持ち花火や打ち上げ花火を

使用しながら、「花火の種類や火のつけ方」、「花火は

大人と一緒に遊ぶ」、「花火を人に向けない」、「終わっ

た花火は水が入ったバ

ケツなどに入れる」な

どの正しい遊び方につ

いて学びました。

太田進徳幼稚園での様子

［写真㊤］鋳銭座稲荷神社　
［写真㊦］子どもたちが熱唱
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7月 24日～ 8月 8日、市社会福祉協議会主催で、障
害者やお年寄りの擬似体験をとおして思いやりの心を

育てる、福祉チャレンジセミナー（全 4回）が行われ
ました。体験を指導するのは「あゆみの会」「もみじ

の手」「ぶどうの木」のボランティアの方々。参加し

た中学生は「車いす・アイマスク」、「手話」、「点字」

や実際のふれあい体験などを経験し、「車いすはちょっ

とした坂道でも怖さを感じました。これからは車いす

の方などを見たら、声をかけて手助けしてあげたい」

と助け合いの心を成長させました。

7月 22日、ＮＰＯ法人グリーンピュア常陸太田主催
による「愛の架け橋　石釜ピザ焼き＆流しそーめん体

験」が、里美ふれあい館で行われました。参加した男

女は 33人。流しそうめんや手作りピザ体験を行いな
がら約 3時間交流が行われ、7組のカップルが誕生し
ました。主催者は、「今後、9月には笠間焼き体験、11
月にはそば打ち体験な

ど出会いの場を企画し

ていますので、結婚を

希望する方はぜひ参加

してほしい」と話して

いました。
流しそうめんで交流

折橋芸（農・能）部（佐川定雄会長）の皆さんが整

備したカブトムシの里がオープン。連日子どもたちの

歓声に包まれています。

折橋芸（農・能）部は地域の有志 11人で構成。昨
年は宮城県気仙沼市の保育所を訪問しカブトムシを贈

りました。今年は折橋町内の雑木林をカブトムシの里

として整備。下草刈りや危険箇所の除去、スズメバチ

対策などを施しました。「子どもたちの喜ぶ顔を見ら

れるのがうれしい」と

話す佐川会長。すぐ近

くには堅
たつ

破
われ

山から流れ

る大沢川のせせらぎの

音が聞こえる絶好のロ

ケーション。里美地区

の人気スポットのひと

つになることでしょう。

6月 30日、こどもセンターうぐいす主催の親子で
遊ぼう会が開催され、今年はサッカーにチャレンジし

ました。久米小グラウンドを会場に園児 98人と保護
者の方など約 200人が参加。サッカーの指導は久米
サッカースポーツ少年団のコーチ 15人が担当しまし
た。年少・年中・年長

のグループに分かれて

様々なゲームなどを行

い、梅雨晴れの中みん

なで楽しくボールを追

いかけました。

［写真㊤］年長さんもまず
はボールに慣れよう。早く
次の人に渡してね。

［写真㊦］」年中さんは親
子仲良く手をつないで。
シュートチャンス！

［写真㊤］カブトムシ捕り
にやってきた里美幼稚園児
「カブト捕まえたよ～」

［写真㊦］折橋芸（農・能）
部の皆さん

［写真㊤］目隠しのままでおやつ
を食べると、子どもたちは「これ
何～」「美味しいはずなのに味が
わかんないよ～」とビックリ。

7月 27日、「社会を明るくする運動キャンペーン」（同
推進委員会主催）が、かわねやフェスタ店前とマック

スバリュ常陸太田店前で行われました。この運動は犯

罪や非行を防止し、明るい地域社会を作ることを呼び

かけるために毎年行われてい

るもの。参加した南中の生徒

29人は、買い物客に元気に
呼びかけていました。

南中の生徒が協力
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スタート 

今回は水府支所を中心に町田町を歩いてきました。この地区は西金砂神社磯出大祭礼・小祭礼で有名な町田

の火消行列発祥の地。また、町田郷校跡や染和田村道路原標などが見られ、歴史・文化に富んだ場所です。

さらに、江戸時代の産業振興の一つとして行われた町田焼の窯跡があり、現在町田焼の再現にも取り組んで

います。車でお越しの方は水府支所の駐車場やトイレをご利用ください。

水府中学校 

町田町 

町田町 

山田川 

駐在所 

土岐千角の墓 

庚申供養塔 

市役所水府支所 

町田焼窯跡 

町田郷校跡 

鹿島神社 

菩提樹 

湧き水 

① 

② 

③ ④ 

⑥ 
⑤ 

⑦

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の
身近なウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られて
いない名所や素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いて
みませんか。

 
文化課エコミュージアム推進室（内線 541）

とき　せんかく

町田火消行列（県
指 定 文 化 財 ）　
の創始者で医師。
1739年の小祭礼
の際に村の 2箇所
で火災が発生した
ことを憂い、行列
に火消組を参加さ
せることに尽力。

① 土岐千角の墓

石段を 137段登ったところ
に鹿島神社の本殿がある。そ
の裏手には水府中があり、石
段が狭く長いため降りる際は
注意が必要、迂回路がある。

② 鹿島神社

この菩提樹は、自害
した平将門ゆかりの
お姫様を弔うため、
親鸞上人がこの地を
訪れたときに植えた
と言われている。

④ 菩提樹
庚申講の本尊
として知ら
れ、三尸（さ
んし）を押さ
える神とされ
る青面金剛
像。土台に三
猿、足元に邪
鬼を踏みつ
け、四臂で法
輪・弓・剣・
錫杖を持つ。

⑤ 庚申供養塔

震災の際には地域の
方に活用され、今も
汲みに来る方が多い。

⑥ 湧き水

こうしんくようとう

町田焼は水戸藩九
代藩主の徳川斉昭
が産業振興の一つ
として行った。近
くの山から陶土の
原料となる白岩が
採取されていた。

③ 町田焼窯跡
まちだやきかまあと

文武館とも呼ばれ、現在
の水府中の敷地にあっ
た。尊皇攘夷運動の拠点
となり多くの指導者や学
生が天狗党の参加者とな
った。

⑦ 町田郷校跡
まちだごうこうあと

ぼだいじゅ
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ボランティア団体「えがお」は、「おもちゃ図書館あ・

そ・ぼ」の開設の際に、市社会福祉協議会がボランティ

アを募集したのをきっかけに、平成 22年 4月に発足し現
在 12人で活動を行っています。
現在、おもちゃ図書館は、毎月第 2土曜日に市総合福
祉会館、毎月第 3水曜日に水府総合センターで開館し（午
前 9時 30分～ 11時 30分）、子ども（未就学児）とその
家族を対象に、子どもたちみんなが楽しく、たくさんの

おもちゃに囲まれて遊べる場を提供しています。 
また、子育て中の不安や悩みを共有する親同士や日中

お孫さんを見ているおじいちゃん、おばあちゃんの「ホッ

とできる場・仲間づくりの場・情報交換の場」としても

利用されています。 おもちゃ図書館利用の際に、お気に入
りのおもちゃが見つかれば、その場で貸し出しも行いま

す。もし、おもちゃが壊れてもトイドクター（ボランティ

ア）が修理してくれますので、安心してご利用ください。

太田・水府の 2会場で分担しながら運営を行っていま
すが、ボランティアの

数が足りない状況です。

今後、会員を増やしよ

りよい交流の場として

頑張っていきたいと思

います。

問市社会福祉協議会
　（☎ 73-1717）

★ 「広報ひたちおおた」では、ボランティアに取り組ん
でいる方や団体を応援し、毎月ご紹介していきます！
　問情報政策課広報広聴係（内線 303・304）

ボランティア

　がんばって
ます！

おもちゃをとおした交流で笑顔に

おもちゃ図書
館ボランティ

ア

　　　　「 え が お 」

第 5回

「えがお」会員の皆さん

今月は「郡戸幼稚園」で～す

花飾りをいっぱいつけて、みんなで力を合わせて作っ
たよ。作るのがむずかしいところは年長さんたちが教
えてくれたよ。おそろいのはっぴとねじりはちまきで
ビシッと決めたら、息を合わせてわっしょい！わっし
ょい！おまつりだ！

年中・年長さん
（さくら組）

ちゃん

ちゃんちゃんくん

　　　ちゃん

ちゃん

ちゃん

くん

ちゃん

金砂ふるさと体験交流施設

旧金砂小学校を改修した
「金砂ふるさと体験交流施設」
を、どうぞご利用ください。

9月1日オープン！99999999月月月月月月月月11111111日日日日日日日日オオオオオオオオーーーーププププププププンンンンンンンン！！！！！！！！

問 金砂ふるさと体験交流施設（☎ 76-9899）
／金砂郷産業建設課（☎ 76-2117）

◇ 地域の方が指導員となり様々な体験ができます
　 ○ 主な体験メニュー そば打ち・青大豆豆腐作り・
木工・農作業体験など

◇ 素泊まりで宿泊もできます
　○ 宿泊室 9室、50人程度宿

泊可能

　○ 大人 1泊 2,000円、小・
中学生 1泊 1,000円

　＊ 入浴はできますが、パ
ジャマ・洗面用具・タオ

ルはご持参ください。

◇ 食事は自炊が基本　～地域食
材の注文を承ります～　＊地域のお店から出前も可能

◇ グラウンド・体育館を利用した合宿などにもご利
用ください

宿泊室（4人部屋）

お風呂

ボランティア募集中！
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表紙に

よせて

うん。子育て情報が
満載のガイドブック
のことだよ！
読んでみてね！

広報広聴係でアルバイト中の
カワセミの「こーたん」 

『やまぶきキッズ！」発行しました
さまざまな子育て支援に関する手当や手続き等、各種制度をまとめた平成 24
年度版子育て家庭応援情報誌『やまぶきキッズ！』を発行しました。妊娠か

ら出産、乳幼児から小中学校就学期など、成長過程における保健･福祉･教育

関連の総合的ガイドブックです。市役所本庁･各支所、各保健センター、生涯

学習センター、図書館等で配布しています。また、市 HPでもご覧になれます。

新婚家庭の方（満 50歳以下で結婚 3年以内の方）が、市内の民
間賃貸住宅に入居した場合、家賃を助成します。
○助成金額　月額 2万円（家賃が 2万円未満の場合は、その額）
○ 助成期間　最大 36カ月間（一時助成金として、6カ月分を先
に受け取ることができます）

7月 17日、市街地を東西につなぐ「鯨ケ丘トンネル」の開通式が行われました。暑い日でしたがトンネルの中は風が抜け
て涼しく、通り初めを行った園児たちは新しいトンネルにドキドキワクワクしながら歩いていました。

新婚家庭の家賃を助成しています
月 2 万円の家賃助

成は魅力

榊 哲之    恵    希美

voice ―

問子ども福祉課子ども家庭係（内線 161）

問企画課少子化・人口減少対策係（☎ 内線 314）

さん

結婚はいろいろとお金がか
かるので、毎月の支出の中
で大きな割合を占めている
家賃の一部を補助してもら
えて助かっています。妻は
市外から転入してきたので
すが、常陸太田独自のこの
制度にとても喜んでいます。

子育て世帯等の皆さんが、市内に住宅を取得された場合に、固定

資産税の負担を軽減するための助成金を交付します。
○ 助成金額　家屋に係る固定資産税の 2分の 1相当額（上限 10
万円／年度）
○ 助成期間　最大 3年間

子育て世帯の住宅取得者に助成します

さん ちゃん
（内堀町）


